
 

～次世代につなごう美しいやまぐちの自然～ 

第第７７回回  
 リリレレーーミミーーテティィンンググ  ｉｉｎｎ  萩萩  

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

■ 開催日：平成２２年１０月２３日（土）～２４日（日） 
■ 開催地：萩市（会場／笠山・指月山・萩博物館ほか） 

■ 主 催：やまぐち自然共生ネットワーク 

■ 共 催：山口県・萩市 

■ 協 力：菊ヶ浜を日本一美しくする会・NPO法人まちじゅう博物館・笠山の会 

   ＮＰＯ萩観光ガイド協会・萩市観光協会・山口県漁協越ヶ浜支店 

や ま ぐ ち 自 然 派 宣 言 

※個別行事のみの参加も可能です。 

指月山と菊ヶ浜 

やまぐち自然共生ネットワークでは、山口県の豊かで美しい自然環境を将来の世代に継承し

ていくために、山・川・海をつなぎ、毎年、県下をリレーしてミーティング（参加交流型研修

会）を開催しています。 

第７回目となる今年は、北長門海岸国定公園内に位置する萩市を会場として開催します。 

毛利氏36万石の城下町として栄えた萩は、萩城跡や武家屋敷、町家、古刹等の江戸時代の

まちなみ、歴史的景観が数多く残るだけでなく、国指定天然記念物の明神池、笠山コウライタ

チバナ自生地、指月山を始め、快水浴場百選に選ばれた菊ヶ浜、虎ヶ崎のヤブツバキ群生林な

ど自然が豊かなまちでもあります。 

萩の歴史と豊かな自然を体感するとともに、自然と人との共生について語りあい学びあうリ

レーミーティングに、皆さまお誘い合わせのうえぜひご参加下さい。 



 

 

■１０月２３日（土） 

時 間 内        容 

  

 ９：３０ ○指月西公園駐車場集合 受付開始 

１０：００ ○マイクロバスで越ヶ浜漁協に移動 

１０：３０ ●オープニングセレモニー 

  ・会長あいさつ 

  ・萩市長あいさつ  

  ・オリエンテーション 

１０：４５ ●講演「不思議の島笠山と究極の森指月山」 

  講師：樹木医 草野隆司 

１２：００ ●昼食（風穴食堂にて） 

 ◆虎ヶ崎、笠山散策 

１３：００ ●明神池～東自然研究路～虎ヶ崎～中央自然研究炉（風穴）～笠山山頂 

１６：００  

１６：３０ ○萩ユースホステルに集合、オリエンテーション 

 ◆意見交換会 

１８：００ ●夕食＆大交流会 

  ・歓迎のことば 

 ・活動紹介 など 

■１０月２４日（日）  

時 間 内        容 

 
 

８：３０ ●菊ヶ浜清掃 

９：３０ ●萩城跡指月公園～指月山の自然探訪 

１１：００ ○町並みを散策しながら萩博物館へ移動（約１km） 

１１：３０ ●昼食（萩博物館にて） 

１２：００ ●講演「地球最強！究極のミステリーアニマルとの遭遇」 

講師：椋木博昭・堀 成夫（萩博物館学芸員） 

１３：３０ ●閉会セレモニー 解散 

リレーミーティング ｉｎ 萩 プログラム 

自然と人との共生について 
大いに語り合いましょう！ 
「萩の歌」でおもてなし！  
萩のシンガーソング 
ライター登場！！ 

 

注） 
１日目は、マイクロバスで移

動、２日目は徒歩で萩博物館ま
で移動するため、自家用車は指
月公園駐車場（無料）に駐めた
ままとなります。 
２日目の萩博物館への移動は

徒歩で行いますが、自家用車で
移動することも可能です。その
場合駐車料金が 300 円必要にな
ります。 
２日間とも現地散策は萩観光

ガイドが御案内します。 

◆萩ミーティング 

◆指月山の自然探訪と萩博物館 

○マイクロバスで萩ユースホステルに移動 萩ユースホステル 

 萩では、江戸時代の城下町
絵図がそのまま使えます。 



明神池・虎ヶ﨑・笠山 

指月山から見た北東方向には、日本海に突き出た陸繋島の笠山がある。長径

2.1km、短径 1.3km の楕円形をしており、面積は約 65ha。もともとは８千年前

に噴火した火山島であり、溶岩の噴出で出来上がった山で、この形が鎌倉時代

に旅の女性がかぶった「市女笠」に似ていることから笠山と呼んでいる。 

本土から 500m の離れ小島であったが、長

年に渡る海流や波の影響で砂が堆積し陸続

きになり、その際に取り残されたのが｢明神

池｣である。この池は岩の隙間から出入りす

る海水のためタイやボラ、エイなど海の魚が

数多く住んでおり国の天然記念物に指定されている。 

笠山は漬物石のような塊状溶岩(安山岩)が累積しており、その隙間を空気が

出入りするため山中の凹地には｢風穴（かざあな）｣と呼ばれる特殊気候を作っ

ている。真夏でも 10℃程度の寒冷気候を維持しており、海抜０m近いところに

寒地性シダのホソイノデや寒地性植物のツルネコノメソウが自生する。特にホ

ソイノデと暖地性イノデとの雑種はここにのみ産する種類で、暖帯に寒冷気候

が存在する所は世界でも例がないためによる。また周辺の池の植物は岩塊の隙

間から出入りする海水の影響で、好塩性植物のシバナやイワタイゲキなどが自

生しており、多彩な植物相は植物学上貴重なところである。 

笠山は、萩城の北東にあたるので「鬼門」として守られた。築城以後 260 年

間、許可された茅場の草刈り以外は、鳥獣の捕獲、樹木や枝の伐採をも禁じた

「御立山」として保護されたために、林内は常緑広葉樹が茂る森であり、以前

から離島のために人の手が入っておらず極相林状態が継続していたと思われ

る。それらの樹林下には例外なくヤブツバキが生えていたのである。 

陸続きとなった越ヶ浜は江戸時代の初期には人家はなく、1677年頃に当時の

代官が民家を移したのが最初で、後に漁村集落が作られ厳島神社もこの頃に建

立されている。 

以後、越ヶ浜は北前船の寄港地としてにぎ

わったが、住民はすぐそばに山がありながら

「御立山」のため、生活必需品である薪が採

れないことから、近くの集落から求めるなど

苦労があった。しかし、維新を前に毛利家は辺地な萩から山口に移ったことで、

「御立山」の禁が解かれ、笠山の樹木は次々に伐採され、開墾されたのである。 

明治になると諸物価の高騰は漁の不良とともに住民の生活を圧迫していっ

た。明治４年(1871)には経済的に窮していた住民は、笠山の西北５町歩を「地

下のお預け山の願い」を出し、許可されたのが椿群生林の地域であると考えられる。 

指月山 

萩を旅立つ者は城下町との別れに、また帰萩する者は懐かしさで涙したのが 

笠屋の「涙松」であるが、その当時も今も変わらず必ず目に映るのが萩城址の 

指月山である。 

400 年以上も前、毛利輝元が萩に入城以前からその姿を見せてくれている山 

で、萩市民にとってはシンボルとなっている。 

自然の植生は常に変移しており、長い年月をかけて草地から落葉広葉樹に、

ついには常緑広葉樹が覆いつくすように、指月山は変移の最終段階にある究極 

の森である。これを極相林（きょくそうりん）という。 

 五月の連休ごろに菊ヶ浜から遠望すると、入道雲が

モクモクと湧き出るような、火山の噴火を思わせるよ

うな樹冠群は見事で、特に代表的な樹種はスダジイの

萌黄色、タブノキの深緑、クスノキの黄緑色が大半を

占め、クロガネモチの褐色が点在している。 

幹周 6 ㍍以上の巨木が点在する森の中は、まさに自

然が作り上げた究極の芸術作品である。 

笠山溶岩流 

明神池 

ホソイノデ（寒地シダ） 

イワタイゲキ（暖地性） 

ツバキ群生林 

指月山の樹叢 

新緑の指月山 



 
 
 
 
 
 

車でのアクセス 

・山陽自動車道玖珂 IC より約５０ 

 

 

 

 

 

 

リレーミーティング ｉｎ 萩 参加申込書 
（申込締切日１０月２０日(水)） 

フリガナ 

氏   名 

 男 

女 

生年月日（保険加入用） 

（    年 月 日） 

所属団体等  

 

連 絡 先 

 

住所：〒 

電話：                ＦＡＸ：           

Ｅ－ｍａｉｌ  

※収集した個人情報は、第７回リレーミーティング in 萩の開催目的以外には使用しません。 

※参加費は、当日受付でお支払いいただきます。 ※２日間とも行事参加者には損害保険をかけます。 

※原則、２日間の参加でお願いしますが、下記の②～④の申込みも大歓迎です。 

ﾊﾟﾀｰﾝ 記入欄 
参加費

(円) 
申 込 パ タ ー ン 

①  ７，５００ 
10 月 23 日（土）～24 日（日）全ての行事に参加する。 
（参加費内訳：23日昼食、夕食、宿泊費、24日朝食・昼食、保険、資料代） 

②  ２，０００ 
10 月 23 日（土）昼間の行事だけ参加する。 
（参加費内訳：23日昼食、保険、資料代） 

③  ４，０００ 
10 月 23 日（土）昼間の行事に参加して夜の交流会にも参加する。 
（参加費内訳：23日昼食、交流会（夕食含む）、保険、資料代） 

④  １，５００ 
10 月 24 日（日）の行事だけ参加する。 
（参加費内訳：24日昼食、保険、資料代）  

 
 
 
 
 
 
 

■参加申込の留意点 

●どなたでも参加できます。 

（小学生以下の方は保護者同伴で） 

●萩ユースホステルの宿泊定員は４０

名です。 

●申込順に参加者を決定し、はがきで

結果を連絡します。 

●宿泊用の寝巻き・洗面具は持参して

ください。 

■集合場所（指月西公園駐車場） 

萩城跡を目指して、旧厚狭毛利家萩

屋敷長屋、千春楽城山窯、茶房埴輪を

過ぎて右折 

■ 参加申込書提出先（郵送、ファックスまたはメールにて１人１枚でお願いします） 
  第７回 リレーミーティングｉｎ萩実行委員会（萩市歴史まちづくり部都市計画課内） 

   〒758-8555 山口県萩市大字江向510 
        電話 ０８３８－２５－３６４４（花と緑の推進係）  FAX ０８３８－２５－４０１１  
      メールアドレス ｔｏｓｈｉｋｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｈａｇｉ．ｌｇ．ｊｐ  

※お問い合わせ先 上記または山口県環境生活部自然保護課 電話 ０８３－９３３－３０６０ 

参加申込の留意点と集合場所 

指月西公園駐車場

★ 

 


